
様式１
令和８年度

ふれあい事業グループ名

代表者名

①開催回数 回

②参加実人数（登録人数） 人

③延参加人数（実際に参加した人数）

※様式２の参加人数合計と合致させてください。

④スタッフ実人数（登録人数） 人

⑤延スタッフ人数（実際に参加した人数）

※様式２のスタッフ数合計と合致させてください。

⑥延人数合計（③＋⑤） 延 人

人

人

延

延

（様式１・２・３・４）

地域ふれあい事業　事業実績書

令和９年４月６日(火)

までに提出してください。



実　　　施　　　内　　　容

※毎回（ほとんど）実施していること以外に月ごとに異なる内容
があれば記入

1 人 人

2 人 人

3 人 人

4 人 人

5 人 人

6 人 人

7 人 人

8 人 人

9 人 人

10 人 人

11 人 人

12 人 人

13 人 人

14 人 人

15 人 人

※合計は「様式１地域ふれあい事業 事業実績書」③延参加
人数⑤スタッフ延人数とそれぞれ合致させてください。
※参加人数欄はスタッフを除いた参加人数を記載してくださ
い。

実施年月日

様式２

令和８年度　　地域ふれあい事業実績表

ふれあい事業グループ名

毎回（ほとんど）実施してい
ること

※参加者数、スタッフ数の確認ができる出席簿などを添付してください。

人 人

参加人数 スタッフ人数

合計

（延人数）

No



様式３

令和８年度   地域ふれあい事業実績

ふれあい事業グループ名

記載事項 ① 事業参加者の感想、行動・状態の変化など。

② スタッフの感想など。

③ 事業実施にあたり、工夫したこと、良かったこと、注意したいことなど。

④ 問題点・疑問点・意見・要望など。

⑤ その他なんでも自由に箇条書で記載

     内                            容



様式４

ふれあい事業グループ名

歳入

科　　　目 決　算　額
（うち市地域
ふれあい事

業費）
備　　　考

町内会支出金

市地域ふれあい事業費

社会福祉協議会交付金

会員自己負担金

寄付金

雑収入

繰越金

計

歳出

科　　　目 決　算　額
（うち市地域
ふれあい事

業費）
備　　　考

研修費

謝礼

保険料

郵送料・通信料

使用料・賃借料

備品購入費

交通費

社協負担金他

会議費

消耗品費

食材料費

繰越金

計

★   領収書の添付をお願いします。提出されたものは返却いたしかねます。

★   領収書は金額が見えるように貼り、空欄に科目の記入をお願いします。

作成者署名

確認者署名

令和８年度　　地域ふれあい事業決算書

★   食材料費、飲食費、慶弔費は市地域ふれあい事業費の対象外です。
★   講師謝礼として渡す菓子等は「謝礼」として市地域ふれあい事業の対象とすることが可能です。



様式4 記載例①　全体の決算額を書きたい団体

ふれあい事業グループ名

歳入

科　　　目 決　算　額
（うち市地域
ふれあい事

業費）
備　　　考

町内会支出金 50,000

市地域ふれあい事業費 70,000 70,000

社会福祉協議会交付金 30,000

会員自己負担金 17,500

寄付金

雑収入

繰越金 2000

計 169,500 70,000

歳出

科　　　目 決　算　額
（うち市地域
ふれあい事

業費）
備　　　考

研修費 27,380 27,380

謝礼 10,000 10,000

保険料 27,500 27,500

郵送料・通信料 13,776 5,120

使用料・賃借料 3,640

備品購入費 38,280

交通費 3,050

社協負担金他 2,000

会議費 8,640

消耗品費 6,758

食材料費 20,406

繰越金 8070

計 169,500 70,000

作成者署名　〇〇　〇〇

確認者署名　〇〇　〇〇

歳出項目の例
科　　　目

研修費
謝礼
保険料
郵送料・通信料
使用料・賃借料
備品購入費
交通費
社協負担金他
会議費
消耗品費
食材料費

令和８年度　　地域ふれあい事業決算書

〇〇ふれあい

備　　　考
ボランティアが自主研修として参加した際の費用
講師への謝礼

会場借用費(飲食物の費用は除く）
通知文・出席簿等の紙代、文房具、工作用品（飲食物の費用は除く）
お茶・お茶菓子、調理に伴う材料費

ボランティア保険、レクリエーション保険など
通知文等の送料
会議以外での公会堂等の会場使用料・冷暖房料
ラジカセ・レク用品など
研修や総会に参加した際の交通費等

「市地域ふれあい事業費」の欄
に食材料費を記入することはで

「市地域ふれあい事業費」は繰
越できません。
・残額が生じた場合は返金いた
だきます。
・返金は口座振り込みで行いま
す。残額から手数料を経費とし
て差し引くことができます。
・事前の申し出により、事業費
をあらかじめ減額してお渡しす

「市地域ふれあい事業費」と
してもらった額のみを「決算

「決算額」欄はすべての歳入について記

「市地域ふれあい事業費」を
使用した額を「決算額」欄か

一部を「市地域ふれあい事業費」から支出する場合でも領収書
を分ける必要はありません
例：郵送料13,776円の内５,１２０円分を「市地域ふれあい事業
費」から支払ったとする場合、領収書は合計が13,776円だとわか

「決算額」欄はすべての歳

「決算額」「市地域ふれあい
事業費」ともに歳入の計と歳

2名分直筆で署名をお願いします。
作成者と確認者は別の方でお願
いします。



様式4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式４記載例②市の事業費のみで書きたい団体

ふれあい事業グループ名

歳入

科　　　目 決　算　額
（うち市地域
ふれあい事

業費）
備　　　考

町内会支出金

市地域ふれあい事業費 70,000

社会福祉協議会交付金

会員自己負担金

寄付金

雑収入

繰越金

計 70,000

歳出

科　　　目 決　算　額
（うち市地域
ふれあい事

業費）
備　　　考

研修費 27,380

謝礼 10,000

保険料 27,500

郵送料・通信料 5,120 郵送料・通信料　合計13,776円

使用料・賃借料

備品購入費

交通費

社協負担金他

会議費

消耗品費

食材料費

繰越金

計 70,000

作成者署名　〇〇　〇〇

確認者署名　〇〇　〇〇

歳出項目の例
科　　　目

研修費
謝礼
保険料
郵送料・通信料
使用料・賃借料
備品購入費
交通費
社協負担金他
会議費
消耗品費
食材料費

令和８年度　　地域ふれあい事業決算書

〇〇ふれあい

備　　　考
ボランティアが自主研修として参加した際の費用
講師への謝礼

会場借用費(飲食物の費用は除く）
通知文・出席簿等の紙代、文房具、工作用品（飲食物の費用は除く）
お茶・お茶菓子、調理に伴う材料費

ボランティア保険、レクリエーション保険など
通知文等の送料
会議以外での公会堂等の会場使用料・冷暖房料
ラジカセ・レク用品など
研修や総会に参加した際の交通費等

「市地域ふれあい事業費」の欄に食材料費を記入すること
はできません（講師への手土産は謝礼です）

決算額欄の記載は不要です。

・科目の一部を「市地域ふれあい事業費」か
ら支出する場合、科目全体の合計額を備考
へ記入
・領収書は科目全体の分を提出する（この例
の場合、郵送料・通信料の合計額が13,776円

歳入の計と歳出の計を一致

「市地域ふれあい事業費」は繰越できません。
・残額が生じた場合は返金いただきます。
・返金は口座振り込みで行います。残額から手数
料を経費として差し引くことができます。
・事前の申し出により、事業費をあらかじめ減額し
てお渡しすることも可能です。

2名分直筆で署名をお願いします。
作成者と確認者は別の方でお願
いします



様式５
令和９年度

ふれあい事業グループ名

代表者名

①延開催回数 延 回

②参加実人数（登録人数）
　
人

③延参加人数（参加予定人数）※ 延 人

④スタッフ実人数（登録人数） 人

⑤延スタッフ人数（参加予定人数）※ 延 人

※③および⑤は前年度実績等を参考に予定の人数を入れてください。

地域ふれあい事業　事業計画書

提出期限： （様式５・様式６・様式７）
★地域ふれあい・はなみずきふれあい すべて
令和９年 ２月24日（水）



様式６

※市職員（看護師）の派遣希望がある団体は、年間４回以内で○を記載してください。

市職員
（看護師）
希望日に

〇

※専門職（歯科衛生士・栄養士・理学療法士）の派遣については別の指定様式で申込書
を提出してください。この様式に記入いただくだけでは派遣できません。

年 月 日 曜日 内　　　容　　（予　定）

令和９年度　　地域ふれあい事業予定

 ふれあい事業グループ名

 代表者
電話番号
開催時間



様式７

氏名

電話番号

携帯電話

No 役割等 氏　　名 No 役割等 氏　　名

1 13

2 14

3 15

4 16

5 17

6 18

7 19

8 20

9 21

10 22

11 23

12 24

代表者以外のスタッフ名簿

令和９年度　　ふれあい事業スタッフ名簿

住所

ふれあい団体名

※「副代表」「会計」等団体内での役割がある方は「役割等」の欄に記入してくだ
さい。

※各種連絡、通知送付はすべて代表者様宛に行います。別の方が実務を担当
されている場合は代表者様から通知等をお渡しください。

代表者

〒


